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前回（1042回例会）の記録
平成23年９月22日（木）

■ゲスト
　なし
 

■ビジター
　熊本南RC　　寿崎　肇君
　中津中央RC　東納英一君  

■出席報告
　会　員　数　24名
　免 除 者 数　１名
　対 象 者 数　23名
　本日出席者　17名
　欠 席 者 数　６名
　出　席　率　73.91%

■前々回出席報告の修正
　前々回欠席者　　７名
　メイクアップ　　３名
　欠　席　者　　４名
　修正出席率　69.57%→　82.61%

●メイクアップ
　辛嶋（中津）、熊谷（中津中央）、矢頭（中津中央）

●欠席者
　出納、松本、長野（修）、宇都宮      

◉本日の例会プログラム　ゲスト卓話「税務行政の現状について」　
　　　　　　　　　　　　中津税務署長　岩永　忠氏　　　　　　　　　　　
◎次回例会プログラム　　会員卓話「米山奨学生」　
　　　　　　　　　　　　米山記念奨学会担当　岡野会員  
  

  

会長  二反田新一　　幹事  若 松  定 生　　会報担当   川 崎   　潤 　　クラブ広報委員長  川 崎   　潤

◎ロータリーソング　それでこそロータリー  

◎会長の時間　　会長　二反田新一
　9/18（日）に、熊本での「2720地区職
業奉仕セミナー」に出席してまいりまし
た。基調講演・パネルディスカッション
１部・２部と、主にエコエネルギーや震災支援に関して
の内容で３時間に渡って開かれました。
　今回、終了時の地区研修リーダー、山崎勝さんの講評と、
本田ガバナーのガバナーアドレスの内容が印象に残りま
したのでお話します。
　近江商人の言葉に「売り手良し、買い手良し、世間良し」
＝三方良しの言葉があります。ロータリアンは特に三番
目の「世間良し」を職業上の倫理として重んじるべきで
ある。私たちは何のために仕事をするのか？。①Rice 
Work（食べるため）、②Like Work（好きだから）、③
Life Work（人生）、 ④Light（Right）Work（光り輝く、

人々を照らす、正義）、四つの目的が存在する。①は個人
の経済的な必要性、 ②、③は個人の自己実現または組織
の発展、④は社会性を意味します。近江商人の「世間良し」
と、④Light（Right）Workは、高い道徳的水準を目指
すロータリアンとしては、是非身に付けておかなくては
なりません。
　決議23-34の問題＝団体か個人かの問題も、こと職業
奉仕に関しては、まさに個人の姿勢が基本にあるものと
思います。ロータリーはロータリアン個人にとって、人
生哲学、人生道場でもあるのです。
　努力する人は希望を語りますが、努力を怠る人は不満
を語ります。希望に満ち溢れたロータリークラブであり
たいものです。
  
◎幹事報告　　幹事　若松定生
●例会変更　中津RC→10/12（水） 職場例

会　向笠元RI会長顕彰例会

「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」  “Reach Within to Embrace Humanity”



「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」  “Reach Within to Embrace Humanity”

・米山記念奨学会より2010年度事業報告書
・ＪＣより案内、「中津市長選　公開討論会」「がんばろう日

本、イベントスケジュール」

◎委員会報告　
・ＳＡＡ〔青木会員〕
　クールビズは今月で終了です。例会中の携帯は、マナー
モードにするか、電源を切って下さい。  

◎その他報告事項　
・クラブ管理委員会より
　今月の結婚記念日は、岩渕会員、渡邊会員、二反田会長
です。結婚記念日に自宅に花束が届きます。渡邉会員、二反
田会長より、お礼の言葉がありました。  
・歴代会長ミニ卓話　梶屋会員
　今日は、社会奉仕についてのお話です。我がクラブでは
毎年、向笠公園清掃事業を行っており、今年も11月に予定
されています。今年度は更に地域貢献とPR効果を意識した
いくつかの奉仕活動が計画されていますので、予算等と兼
ね合わせて前向きに検討して下さい。
　他のクラブでどの様な奉仕活動が行われてきたか紹介し
ます。（中略）
　それぞれの地方の特色を活かした奉仕活動が好ましい
と思いますので、社会奉仕担当の方、よろしくお願いしま
す。  

◎ニコニコボックス　担当：クラブ管理委員会  　
○二反田会長
　寿崎パストガバナーより、週報のお礼としてニコニコを頂
きました。
○梶原会員
　本日は寿崎パストガバナーに遠い所、お越し頂き、あり
がとうございます。いつまでもお元気で時々、お顔を見たい
と思います。
○加来会員
　先週の土日に大学生の話の評価をする機会がありまし
た。翌日の学会発表もうまく行きました。
○若松幹事
　寿崎パストガバナー、お越し頂き、ありがとうございます。
東納パストガバナー補佐、お越し頂き、ありがとうござい
ます。
○寿崎パストガバナー
　先日、大分で商業界のセミナーに出席し、

「景気の上がり気味の時は、管理能力を高
めなさい。景気の下がり気味の時は、人間
力を上げなさい。」という言葉に感動しました。ロータリー
の職業奉仕に通じるものを感じました。ロータリーに籍を
置けている事を誇りに思います。

◎会員卓話
「施設の子供たちから」　　　　  出納会員

●発達の順序性
　人間が発達していくプロセスには必ず順序性がある。首
のすわらない赤ちゃんは、どんなに訓練しても寝返りはうて
ない。寝返りができないうちは、座る事もハイハイすること
も期待できない。算数と同じで、整数がわかっていない人
に分数や小数を教える事はできない。首がすわらないと寝
返りができないことは見て判る事だが、人間の社会的人格
の成熟という面はとても内面的なもので、見失いがちであ
る。

●乳児期
　基本的信頼関係→母親（母親的な人）
　相手に対して良きパートナーとならないかぎり相手は見え
てこない。パートナーとなり得た時に初めて関係が生きてく
る。そして次の関係へと広がっていく。母親との信頼関係
が育っていないと何歳になっても父性的な働きかけをする
ことが出来ない順序がある。

●幼児期
　子供は条件なしの愛情が必要。愛情に条件はない。「次
は頑張りなさい」というのは現状の否定であり、条件である。
幼児期のテーマは自立性です。セルフコントロール、幼児
期の前半に解決しておくべきテーマです。これは、生後６ヶ
月から２歳くらいまでの間の育児の仕方が将来、社会的
ルールを守って行動できる人になれるか？どうかをほぼ決
定づけると言われています。
　「育児室からの亡霊」という本では、胎児期の９ヶ月を
含めて33ヶ月、つまり２歳までで決定的になると書かれてい
ます。これは詳細な研究で４～５歳で攻撃的な感情を持っ
ていたら大変危険だということを追跡研究から報告してい
ます。

●児童期
　子供の心の成長のためには、人間関係の質より量の方
が大切である。現代っ子は量が足りない。量より質は思春
期になっているため。
　積極性・自主性を育てる時→目的を持って、意志を持っ
て、自分はこういうことを本当はやりたいのだという意志を
持つことは、自分で自分の衝動をコントロールする力が身
についていない子供には出来ないと言われている。
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